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要 旨

1.京 都 大 学 芦 生 演 習 林 の植 生 をWhittakerの 環 境 傾 度分 析 に 準 じて分 析 した。

2.本 地 域 は海 抜 高 差 で500m程 度 の巾 を もっ に す ぎ な い が,温 帯 落 葉 樹 林 帯 の代 表 で あ るブ

ナ の 下 限 と温 量 指 数 か ら み て,約600mを 境 と して温 帯 落葉 樹 林 帯 と暖 帯 落 葉 樹 林 帯 とに区 分 し

うる。 た だ し,600mを 境 と して 交 代 す る のは ブナ とウ ラ ジ ロガ シ,ミ ズ ナ ラ と コ ナ ラ な ど少 数

に 限 られ,大 多 数 の種 は ほ とん ど全 域 に 分 布 す る。

3,乾 湿 度 勾 配 に対 応 して 種 は そ れ ぞ れ特 有 の二 項 分布 型 の分 布 曲線 を 示 す。 ピ ー クの位 置,

曲線 の型 は種 に よっ て そ れ ぞ れ違 い,相 互 に広 く重 な りあ っ て い る。 それ 故,植 生 は湿 性 か ら乾

性 に 向 って環 境 の変 化 に対 応 して連 続 的 に変 化 して い く。

4.分 布 曲 線 の ピ ー クが 違 う こ とは種 のス ミワ ケ を示 す が,同 時 に相 互 に 重 な りあ い,ト モ ズ

ミの 関係 を示 す 。 この こ とか ら,森 林 は 個体 一環 境 系 の 連鎖 と して 成 立 して い る もの だ とい え

る。

5.下 層 の種 もま た乾 湿 度 勾 配 に応 じて連 続 的 に変 化 してお り,上 層 木 との組 合 せ も また環 境

の変 化 に対 応 して連 続 的 に変 化 す る。

6.少 数 の種 な い し陽 性 の種 の存 在 様 式 か らみ て,天 然 生 林 はモ ザ イ ク状,部 分 的 に破壊 と再

生 を含 む 動 的 平 衡 系 で あ る。

7,高 木 の優 勢 な種 に注 目す れば,水 分環 境 に対 応 して,最 も湿 った側 か ら,ト チ,ブ ナ,ス

ギ を そ れ ぞ れ代 表 とす る グル ー プ と 最 も乾 性 の ネ ジ キ,ク ロソ ヨゴ,ヒ ノ キ,ヒ メ コマ ッを主 と

*こ の報告は1970年 度,林 学科4回 生の 自主講座の一つ として行なわれた グル ープ研究 の報 告を 堤の

責任 において再編,要 約 したものである。 このグルー プに参加 したの は石 田一雄,大 神 邦男,緒 方政

次,小 林健 次郎,鈴 木正年,藤 原己一の6名 の学生と堤利 夫の合計7名 であ った。
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す る グル ー プ に分 類 で き る。 本地 域 で は海 抜700mを こえ る と準 平 原 地 形 とな り,弱 乾 性 のス ギ

を代 表 とす る グル ー プの 占め る割 合 が 多 くな る。

1.は じ め に

Clementsに よ れば 群 集 とは あ る与 え られ た生 活 場 所 に 生 活 す る生 物 の す べ て で あ って,そ れ

は個 体 に似 た 性 質 を もっ 統一 体 と して の超 有 機 体 で あ る。 従 って,そ れ はそ れ を構 成す る個 々 の

生 物 を は なれ た,そ れ特 有 の 法則 性 と性 質 を もち,植 物 的 自然 を構 成 す る一 っ の 明確 な単 位 と し

て と り出せ る もので あ る1),と い え る。 チ ュ ー リ ッ ヒ ・モ ンペ リエ学 派 に よ って 完 成 され た植 物 社

会 学 は こ の こ とを前 提 と し,そ の基 本 的 な単 位 を群 集(Association)に お い た。 鈴 木2)も また"植

生 は これ を構 成 す る植 物 の種 類 の うえ か ら単 位 性 を も っ て くる。 植 物 の 集 団 生 活 で何 らか の単 位

性 を もっ もの を群 集(Association)と よぶ"と してい る。

様 々の 種 が 様 々 に い りま じっ た 植 物 共 同体 を そ の組 成 面 か ら統 一 的 に解 釈 し,秩 序づ け て い く

た め には,そ れ を何 らか の単 位 に 区分 して,そ れ ぞれ相 互 に 比較 して み る こ とは必 要 で あ る。

しか し,群 集 は実 際 に存 在 す る植 物 群 落 を 比較 検 討 して,共 通 性 を抽 出 して え られ た 抽 象 的 な

類 型 で あ って,そ れ 自身 具 体 性 を もた な い もので あ る。 群 落 を他 と明確 に 区 別 しうる単 位 と して

外 か ら枠 組 み して 整 理 す る とい う従 来 のや り方 に対 して,そ れ を構 成す る種 の分 布 の重 な り と し

て と らえ よ う とす る考 え が,今 西3),Curtis4),Whittaker5)ら に よ って展 開 さ れ た。

天 然 生林 は一 般 に様 々 の種 を混 え た混 交 林 で あ る。 そ して そ れ を構 成 して い る個 々 の種 は そ れ

ぞ れ 特 有 の性 質,形 態 を もち,そ れ 故 に環 境 に対 す る反 応 も異 な って い る。 そ の結 果,種 の分 布

区域 は種 に特 有 の もの と して決 ま っ て い る ので あ る。 森 林 とは,そ れ ぞ れ の地 域,場 所 で 見 出 さ

れ る 様 々 の種 が,そ の種 に相 応 しい密 度 で 混 交 して い る,そ うい う一 っ の 組合 せ な ので あ る。

種 が環 境 の変 化 に対 応 して そ の分 布 を決 め て い る とす れ ば,そ して ま た 環 境 の変 化 が 漸 変 的 で あ

れ ば,そ れ に対 応 して 種 の組 合 せ の変 化 もま た 除 々 に移 り変 って い く。

こ う した も の の 中か ら共 通 性 を抽 出 し,類 型 的 に分類 す る こ との 必 要 性 を否 定 す る訳 で はな い

が,芦 生演 習 林 の よ う に,気 候 的 に大 差 の ない 限 られ た地 域 の 中で,様 々 の種 よ り構 成 さ れ,し

か もそ れが 尾 根,斜 面,谷 な ど とい う微 細 な 地 形 の変 化 に と もな って 微 妙 に移 り変 って い く組 成

の変 化 を解 析 す る手 段 と して 適 切 で は ない。 この場 合,種 組 成 の変 化 を環 境 との 関 係 にお い て,

共 朝 的 に と らえ る ことが 必 要 な のだ と考 え られ る。

この 研究 は,こ の よ う な視 点 か ら,京 大 芦 生 演習 林 にお い て,地 形,高 度 の変 化 に 対 応 して変

化 す る森 林 群 落 の変 化 を とらえ,芦 生 に み られ る様 々 の種 の分 布 区 域 と そ の重 な りあ い の結 果 と

して み られ る森 林 の あ りよ う を明 らか に しよ う と した もので あ る。

2.調 査 地 よ び 調 査 方 法

調 査 地 は京 都 府 北 桑 田郡 美 山町 所 在 の京 大 芦 生 演 習 林 で あ る。 こ の地 域 は 中央 部 を中 心 と して

人 工 林 化 が 進 行 して い るが,西 半 分,東 部 に は天 然 生 林 が 残 され て い る。 調 査 は この よ うな ほ ぼ

極 相 に あ る と推 定 され る天 然 生林 を対 象 と した。

こ の地 域 の 植 生 に っ い て は演 習 林 が 設定 さ れ て以 来,多 くの 調 査 が 行 な わ れ た に も拘 らず,ま

と1まっ て報 告 さ れた もの は少 なN6,7)。

吉 村 は無作 為 に方 形 区 を多 数 設 置 して,種 組 成 を比 較 した結 果,ブ ナ ー チ シマ ザ サ 群 集,ト チ
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ノ キ ー ジ ュ ウモ ン ジ シダ 群 集 な ど6っ の群 集 に 区分 した。 しか し,一 っ 一 っ の群 集 が ど うい う場

所 に あ らわ れ,他 の 群 集 と ど う関係 して い る のか は 明 らか で は な い。

芦 生 は海 抜 高350.950mの 巾 を もっ が,450m以 下 は谷 部 分 よ りな り,天 然 生 林 はほ とん ど

存 在 しな い。 従 って海 抜 高差 は500m程 度 にす ぎ な い か ら高 度 に と もな う気 温 の 変 化 は本 地 域 の

植 生 をみ る うえ で重 要 な要 因 とは い い難 い。 しか し,後 述 す る よ うに,ブ ナ と ウ ラ ジ ロガ シが 海

抜 高500～700mを 境 と して 交 代 す る こ とにみ られ る よ う に,気 温 の問 題 を 無 視す る こ と もで き

な い。

本 地 域 で 植 生 を支 配 す る最 も大 きな 要 因 は 地形 の違 い に 基 づ く 土壌 ない しは 水 分環 境 で あ ろ

う。

本 調査 は高 度 と地 形 との 関係 にお い て種 組 成 の変 化 を解 析 した。 そ のた め,様 々 の高度,地 形

を選 び,原 則 と して20m×20mの 方 形 枠 を設 置 し,胸 高 直 径5cm以 上 の樹 木 を対 象 と して毎

木 調 査 を行 な っ た(総 数40)。 別 に方 形 枠 を設 置 せず に,各 地 点 ご とに種 の 出現 本 数 を 調 査 した

(総 数137)o

海 抜 高 は高 度 計2個 の平 均 値 と地 形 図 を併 用 して 求 め た。

地 形 は谷 平 坦 地,斜 面 下 部(凹 型 ない し平 衡斜 面),斜 面 上 部(凸 型 斜 面),平 尾 根(円 頂 部 を

含 む),鞍 部,瘡 尾 根 の6っ に 区分 した。

下 層 植 生 に つい て は方 形 枠 の 中央 部 で 巾3mの ベ ル トを設 置 し,胸 高 直 径5cm以 下 の亜 高 木,

低 木 の個 体 数 を記 録 した。

3.測 定 結 果 の 整 理 方 法 に つ い て

合 計177の サ ン プル にっ い て,地 形,高 度,別 に整 理 した。 こ こで 地 形 は定 性 的 に区 分 さ れ て

い る にす ぎ ない。 山地 の地 形 は相 互 に連 続 して変 化 してお り,そ れ に対 応 して 水 分 環 境 も連 続 的

に変 化 して い る。 そ こで地 形 で示 さ れ た 各 サ ン プル の環 境 を水 分 環 境 と して数 量 化 す る こ とが で

きれ ば よい。 そ こで,Curtis4),Whittakers)ら の方 法 を参 考 と して,っ ぎ の方 法 を用 い た。

ま ず,谷 平 坦地 を最 も湿 潤 で あ り,瘡 尾 根 を最 も乾 い た環 境 に あ る と し,残 りの 部 分 を順 位 を

っ け て両 者 の 中 間 に配 列 した。 そ の順 序 は谷 平 坦 地,斜 面 下 部,鞍 部,斜 面上 部,平 尾 根,瘡 尾

根 で あ る。 地 形 ご とに 区分 して種 ご とに 出現 頻 度 を比 較 す る と,種 に よ っ て,頻 度 分 布 の型 が 異

な って い た。 そ こで,種 を っ ぎ の4っ の類 型 に分 類 した。

(D湿 性(mesic)な 種:谷 平 坦 地,斜 面 下 部 に 最 も多 く,乾 性 側 に 向 って減 少,消 失す る も

の。

(ii)弱 湿 性(submesic)な 種:斜 面 下 部,鞍 部 に最 も多 く,両 側 に向 って 減 少,消 失 す る も

の。

(ii孟)弱 乾 性(subxeric)な 種:斜 面 上 部,平 尾 根 に最 も多 く,両 側 に 向 って 減 少,消 失 す る も

の。

(iv)乾 性(xeric)な 種:平 尾 根,瘡 尾 根 に最 も多 く,湿 性 側 に 向 って 減 少,消 失 す る もの。

種 に よ って 反 応 は様 々で あ り,す べ て が 明確 に この 類型 に分 類 で き る訳 で は な いが,便 宜 上,

測 定 した す べ て の種 にっ い て,こ の4者 の いず れ か に位 置づ け た。 そ の結 果 を表 一1に 示 した 。

つ いで,湿 性 を0,弱 湿 性 を1,弱 乾 性 を2,乾 性 を3と して それ ぞれ 評 点 を与 え た。 こ の

よ う に して,す べ て の 樹 種 は 水 分 環 境 に 対 す る反 応 に応 じ て0か ら3ま で の数 字 で あ らわ さ れ

る。
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表 一1.水 分 環境 に

Table1.Classificationoftree

湿 性 な 種(Mesic)弱 湿 性 な種(Submesic)

PterostyrazhispidaS.et7.,jMeliosmamyrianthaS.etZ.

(オ オ バ ア サ ガ ラ)(ア ワ ブ キ)

Cercidiphyllumj¢ponicumS.etZ..AcermonoMnximt.f.dissectumRExn.

(カ ツ ラ)(ア サ ヒ カ エ デ)

StachyuruspraecoxS.etZ.CarpinustschonoskiiMnxiM.

(イ ヌ シ デ)(キブ シ)

ClerodendrontrichotomumTxuxs.IAcermonoMwxiM.

(ク サ ギ)(イ タ ヤ カ エ デ)

C吻 伽 ∫`07ゴ 伽BLuME・
.PrunusgrayanaMwxiM・(サワ シ バ)(ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ)

PterocaryarhoifoliaS.etZ.StyraxjaponicumS.etZ.

(サ ワ グ ル ミ)(エ ゴ ノ キ)

LinderaobtusilobaBLUMEAcerpalmatumTxuxs.var.amoenumOxwi

(ダ ン コ ウ バ イ)(オ オ モ ミ ジ)

AcercarpinifoliumS.etZ.'ILinderaerythrocarpaMnxiNo

(チ ド リ ノ キ)(カ ナ ク ギ ノ キ)

EuonymusaxyphyllusMiQ・.LinderaumbellataTxuxs.

(ツ リバ ナ)(ク ロ モ ジ)

AcerparviflorumFxwxcx.etSnv.CarpinusjaponicaBc.vMu

(テ ツ カ エ デ)(ク マ シ デ)

AesculusturbinataBLUMEIHoveniadulcisTxuxs.

(ト チ ノ キ)(ケ ン ポ ナ シ)

CorrzuscotttroversaHEMSL.IAr6tiQetdtdSEEMANN.

(ミ ズ キ)(タ ラ ノ キ)

FrazinuslongicuspisS・etZ.RhusjaponicaLINN.

(ヤ マ ト ア オ ダ モ)(ヌ ル デ)

StyraxobassiaS.etZ.

(バ ク ウ ン ボ ク)

・1【6」 ψ 伽 ακμ 伽NAKAI

(ハ リ ギ リ)

Acesj¢ponicumTHUNB.

(ハ ウ チ ワ カ エ デ)

FQglLSLTLftQIQBLUME

(ブ ナ)

BetulagrossaS.etZ.

(ミ ズ メ)

COTttt[SICOIISQBUERGER,exHANcE

(ヤ マ ボ ウ シ)
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対 応 し た種 の分 類

specieswithmoisturecondition

弱 乾性 な種(Subxeric)乾 性 な 種(Xeric)
一..

SorbusalnifoliaK.KocxIlexmacropodaMiQ.

(ア ズ キ ナ シ)(ア オ ハ ダ)

Acerπ φπ67灘S.etZ.SorbusjaponicaHEDL.

(ウ リ ハ ダ カ エ デ)(ウ ラ ジ ロ ノ キ)

0αψ 魏α∫laxifloraBLUMEPinusdensifloraS・etZ・

(ア カ シ デ)(ア カ マ ツ)

CyCIObQIQnOr1S2SSQI2C2n¢OERST.MalustschonoskiiC.K.Scxx.

(ウ ラ ジ ロ ガ シ)(オ オ ウ ラ ジ ロ ノ キ)

伽ZJo'π ∫プψ π泌MuELL.ARG.DaphniphyllummacropodumMiQ.var.111L717.t1CROSENTHAL

(ア カ メ ガ シ ワ)(エ ゾ ユ ズ リ ハ)

AcercrataegifoliumS.etZ.AcermicranthumS.etZ.

(ウ リ カ エ デ)(コ ミ ネ カ エ デ)

AcersieboldianumMtQ.IlexsugerokiMnxiM.subsp.ZOtigtr7E(ltltlCitlalaIVIAKINO

(コ ハ ウ チ ワ カ エ デ)(ク ロ ソ ヨ ゴ)

ViburunumfurcatumBLUMEIIexpedunculosaMiQ.

(オ オ カ メ ノ キ)(ソ ヨ ゴ)

AcanthopanaxsciadophylloidesFRNAcH・etRhododendoronmettefnichiiS・etZ・var・pentamerum

SAVAT.MAXIM。

(コ シ ア ブ ラ)(シ ャ ク ナ ゲ)

QuercusserrataTxuNs・MagnoliasalicifoliaMwxtM・

(コ ナ ラ)(タ ム シ バ)

CastaneaerenataS.etZ.SorbascommixtaHEDL.var.wilfordiiSUGIMOTO

(ク リ)(ツ シ マ ナ ナ カ マ ド)

Prunusincisavar.kinkiensisOxwtEaodiopanaxinnoaansNnxni

(キ ン キ マ メ ザ ク ラ)(タ カ ノ ツ メ)

Crybtomeriajaponie¢D・DON・.TsugasieboldiiCARR・

(ス ギ).(ツ ガ)

丁漉 αゴψ 傭6αSIMoNKAILyoniaovalifoliaDxunsvar.ellipticaHnxn-Mnzz.

(シ ナ ノ キ)(ネ ジ キ)

SymplocnscnreanaOxwtChamaecyparisobtusaS.etZ.

(タ ン ナ サ ワ フ タ ギ)(ヒ ノ キ)

ε'6ωαr勧 ρ∫6κ40-`α駕 置伽MAXIM・PinesparaifloraS・etZ・

(ナ ツ ツ バ キ)(ヒ メ コ マ ツ)

Fraxinrrsj¢ponicavar・angustataBLuMEHamamelisjaponicaS・etZ・var・06tusataNATsuM・

(ホ ソ バ ア オ ダ モ)(マ ル バ マ ン サ ク)

MagnoliaobovataTHuMB・AbiesfirmaS・etZ・

(ホ オ ノ キ)(モ ミ)

QuercusmongolieaFiscxExvar.gro∬eserr¢t¢ClethrabarbineraisS・etZ.
REHD.etWits.(リ ョ ウ ブ)

(ミ ズ ナ ラ)RhustrichocarpaM、Q .

(ヤ マ ウ ノレシ)

PoplussieboldiiMiQ.

(ヤ マ ナ ラ シ)

TrochodendronaralioidesS.etZ.

(ヤ マ グ ル マ)

Cyclabalanopsissessilifol:aNAKAI

(ツ ク バ ネ ガ シ)
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各 サ ン プル に っ い て,種 を この数 字 にお きか え,個 体 数 を乗 じて合 計 値 を求 め,総 個 体 数 で 割

る と,0か ら300の 間 の数 字 が え られ る。 こ れ を乾 湿 度 指 数 と よぶ こ とに し,各 サ ン プル 地 点 の

水 分環 境 を表 示 す る もの と考 え た。 この場 合,水 分環 境 とい う のは 地形 の変 化 に も とず くす べ て

の環 境 要 因 の変 化 を含 め た複 合 要 因 で あ る。

乾湿 度指 数 を30ご とに 区分 して各 サ ン プル を ま とめ,そ れ ぞ れ に っ い て種 の 出 現頻 度 を個 体 数

を基 準 と して求 め た。

なお,海 抜 高 に関 して はブ ナの 分布 下 限 に注 目 して,湿 性 側 で520m,乾 性 側 で.:fを も っ

て 上 下2っ の帯 に区分 し,別 々 に整 理 した。 この 区分 につ い て は後 に ふ れ る。

下 層 植 生 につ い て は,各 サ ンプ ル ご とに 種 の個 体 数 出現 頻 度 を求 め,上 層 木 につ い てえ られ た

各 サ ン プル の 乾 湿 度 指数 に よ って整 理 した。

4.調 査 結 果 お よ び 考 察

4-1.高 度 に と もな う植 生 の変 化

高 度50mご とに区 分 して,各 高 度 ご との個 体 総 数 に 対 す る種 の 本 数 割 合 を求 め た もの が 図一1

で あ る。 た だ し,出 現 頻 度 の少 な い(5%以 下)も の は省 いた 。 この 場 合,乾 湿 度 指 数 の違 い を

考 慮 す るべ きで あ るが,資 料 が多 くな い こ との た め に,こ れ を無 視 した。 こ のた め,乾 湿 度 指 数

の高 度 に よ る偏 りに よ

って,高 度 に 対 応 す る

種 の分布 は歪 め られ て

い る0

ブ ナ の 分 布 曲 線

は,高 度680m前 後 に

ピー クを もち,高 度 が

高 くな る に従 って減 少

し,ス ギ は増 加 してい

る。 この傾 向 は高 度 の

増 大 に と もな う気 温 の

低 下 に よ る も の とは考

え られず,お そ ら く他

の要 因,す な わ ち地 形

の変 化 に よ る もの で あ

ろ う。

後 述す る よ うに,

ブ ナ は弱 湿 性 で,ス ギ

は弱 乾性 で そ の分 布 の

ピー クを もっ。 そ して

本 地 域 は高 度 約700m

以 上 は準 平 原 地 形 とな

り,尾 根,斜 面 上 部 の

割 合 が 増 え る。 高 度
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700m以 上 で の ブ ナ の減 少 とス ギ の増 大 はお・そ ら く この よ う な地 形 の違 い を 反 映 した もの で あ ろ

う。

こ の傾 向 は他 の種 の 分 布 に もあ らわ れ て い る。 た とえ ば,ヒ メ コマ ッ は本 地 域 で600m以 上 に

はみ られ ない。 それ は ヒメ コマ ッ の成 立 しう る突 出 した瘡 尾 根,岩 石 地 が600m以 上 の地 域 に は

み られ ない とい う こ と と対 応 して お・り,ま た トチ ノ キが800m以 上で ほ とん どみ られ ない の は谷

平 坦 地 が み られ な くな る とい う こ とに よ る もの だ とい え よ う。

こ の よ う に,図 一1に 示 され た 結 果 は 地形 の影 響 を 強 くうけ て い る。 しか し,種 の分 布 の上,下

限 にっ い て み る と,た とえ ば,約600mで ブ ナ と ウ ラジ ロガ シが 交 代 し,約550mで ミズ ナ ラ

と コナ ラが 交 代 して い る こ とが 示 され て い る。 この交 代 は地 形 的要 因 に よ る とい う よ り も,お そ

ら く温 度 に 強 く依 存 した もの で あ ろ う。

本 地 域 の 高 度350m,640mの2地 点 で の 観 測 結 果 を用 い て,高 度 別 に温 量 指 数 を 推 定 す る と

表 一2の よ うで あ る。

表 一2.温 量 指 数

Table2.Warmthandcoldnessindex.

海抜高(m)[35・4・ ・i…1…7・ ・8・ ・

暖 か さ の 指数 ℃10&4105.4..,93.487.3181.3

寒 さ の 指 数 ℃-7.5-8.8-11.4-14.0-17.5-20.1

註:芦 生 演 習 林 の 観 測 点 に おけ る 定 時 観 測 に 基 づ く月 平 均 気 温 を 用 い た 。

吉 良8)に よれ ば,ブ ナ を代 表 とす る 温帯 落葉 樹 林 帯 は 暖 か さ の指 数85°C以 下 で あ るか ら,本

地 域 で は約700m以 上 の部 分 に あ た る。 一 方 寒 さ の指 数 か ら カ シ類 の成 立 をみ る と,450mで

一10 .1°C,640mで 一14.9°Cで あ るか ら,こ の範 囲 内で 上 限 を もっ とい う こ とに な る。 温 量 指 数

か らい え ぱ,本 地 域 で は 約700m以 上 が 温 帯 落 葉 樹 林 帯,700～4501nが 暖 帯 落 葉 樹 林 帯,そ れ

以 下 が 照 葉 樹 林 帯 と な る。

本 地 域 で のブ ナ と ウ ラ ジ ロガ シの 交 代 は この 変化 に対 応 してお り,お お よそ500～700mを 境

と して 両 者 が 交 代 して い る。 この 変 化 は 訟 そ ら く上 述 の よ うな気 温 の変 化 に対 応 す る もので あ ろ

う。

芦 生 は 海 抜 で 約400^-900mの 間 を 中心 とす る か ら,暖 帯 落 葉 樹 林 帯 と温 帯 落 葉 樹 林 帯 とが 接

す る地 域 で あ る とい う こ とが で き る。

これ を区 分 す る明 確 な 境 界 は も と も と求 め難 い もの で は あ るが,ブ ナ と ウ ラジ ロ ガ シ の交 代 を

尺 度 と して 区 別 す る とお・お・よそ500^-700mの 線 を も って,2っ の森 林 帯 に わ け られ る。

こ こで500.700m附 近 を もう少 し くわ し くみ るた め に,乾 湿 度 指 数 に よ って4つ に 区分 して,

ブ ナの 分 布 曲 線 を 求 め た。(図 一2)

す なわ ち,図 一2に よれ ば ブ ナが5%以 上 出現 す る高度 は 乾湿 度 指 数 に よ って異 な り,乾 湿 度 指

数 で91～150の 範 囲 で 約5201n,151～210で660m,211～300で760m,0～90で630mで あ る。

こ こで,0～90の 範 囲 内で は ブ ナ の個 体 数 が 少 ない た め,精 度 が 低 い こ とを考 慮 して,お お よそ,

乾 湿 度 指 数150以 下 の部 分 で は520m,150以 上 の部 分 で は680mを も って ブ ナ の分 布 下 限 とす

る こ とが で き る。

この よ うに 水 分環 境 に よ って 分布 限 界 が変 る こ とが一 般 に妥 当か どうか は わか ら な い。

こ こで は この こ と を認 め た うえ で,上 記 の 高度 を も って2帯 に 区分 し,乾 湿 度 の勾 配 に対 応 す

る種 の 分 布 は そ れ ぞ れ 別 々 に整 理 した。



た だ し,こ の 区分 は ブ

ナ と ウ ラジ ロ ガ シ の交 代

の み を尺 度 と した もので

あ って,そ の他 の種 もま

た この境 界 を 中心 と して

相 互 に交 代 し,2つ の森

林 帯 はす っか り種 が い れ

代 って い る とい う こ とは

な い。 僅 か に ミズ ナ ラ と

コナ ラの約550mで の交

代,コ ミネ カ エデ が 約

700m以 下 に 分布 しな い

こ と,極 め て小 数 しか 存

在 しない が,モ ミ,ツ ガ

が 約600mを 上 限 とす

る ら しい こ とを 除 けば,大 部 分 の種 はブ ナの 下 限 と関係 な く,そ れ ぞ れ特 有 の分 布 範 囲 を も って

い る とい わ ね ば な らない 。 す な わち,森 林 帯 が 異 なる とい って も,そ の 内容 は ブ ナ とウ ラ ジ ロガ

シが 交 代す る とい うこ と,あ るい は ウ ラ ジ ロガ シの 個 体 数 が 大 き くない こ と を 考 慮 す れ ば,結

局,ブ ナ の存 否 とい う こ とだ けで あ る。 他 の種 に っい てみ れ ば500酬700mと い う線 が と くに 重

要 な 意 味 を も って は い ない 。

す な わ ち,温 量 指 数,ブ ナ とウ ラ ジ ロガ シの 交 代 を根 拠 と して本 地 域 を2っ の森 林 帯 に区 別 し,

あ る い は本地 域 を この2っ の森 林 帯 の推 移 帯 と して 位 置づ け る こ とは可 能 で あ る と して も,そ れ

は種 組 成 と して 明確 に区 別 さ れ う る もので は ない。 実 体 と して は相 互 に連 続 して お り,高 度 の勾

配 に応 じて漸 変 して い く過 程 を,と くに ブナ の 下 限 に 注 目す る こ とに よ っ て,人 為 的 に区 別 した

もの にす ぎなNと い うべ きで あ る。

4-2水 分環 境 の勾 配 に と もな う植 生 の変 化

温 度 に よる歪 を少 な くす るた め,前 章 で 述べ た 高 度 区分 に よ り2分 して,図 一3,4に 示 した。 な

お,出 現 頻度5%以 下 の もの は こ の図 か ら省 い た。

個 体 数 が多 く,普 遍 的 に分 布 す る もの は,本 地 域 で は トチ ノ キ,ブ ナ,ス ギ,ネ ジ キ,リ ョウ

ブ,ソ ヨ ゴ,ク ロ ソ ヨゴ,な どで あ る。 これ ら は それ ぞ れ に 出 現頻 度 の ピー クを違 え てお り,ト

チ は最 も湿性 の谷 平坦 地 に多 く,つ い で ブナ が 主 に斜 面 下 部 に,ス ギ が斜 面 上 部,尾 根 に そ の ピ

ー ク を もち
,瘡 尾 根 に は ネ ジ キ,リ ョウ ブ な どが 多 くな る。

全 般 に,種 は そ れ ぞ れ乾 湿 度 の勾 配 に沿 って 二 項 分布 型 の 分布 曲線 を描 い て い る。 乾 湿 度 の両

極 付 近 で ピー クを もっ 種,た とえば トチ,ネ ジ キ な どは これ を 半分 に割 った 片流 れ の分 布 曲線 を

示 して い る。 この 分布 曲線 の形 はWhittaker5),吉 良 ら9)の 結 果 と一 致 す る。

分 布 曲 線 の ピー クは そ の環 境 が個 体 維 持 と種 族 維 持 とい った 生 活 の総 和 に 於 け るそ の種 の最 適

地 を 示 してい る と考 え られ る。 そ して種 が そ れ ぞ れ ピ ー ク を別 々に も って い る とい う こ とは,そ

れぞ れ 有 利 な環 境 が 別 々で あ る とい う こ とで あ り,種 が 異 な れば そ の生 活 の場 も異 な る とい うす

み わ け の現 象 で あ る とい え よ う。

と こ ろで,あ る種 が そ の 最 適地 か らは な れ て い く とい う こ と は,他 種 の最 適地 に近 づ い て い く

とい う こ とを意 味 す るか ら,そ の過 程 にお い て隣 接 す る他 種 との間 に関 係 を生 ず る。 この場 合,
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隣 接 す る他 種 と相 互排 除 の 関係 に あ れ ば,両 者 は 交 錯 す る こ とな く,一 線 を も って 境 され ね ば な

ら ない。

実 際 は ピ ー クを 別 々 に しな が ら も,広 く重 な りあ って 漸 変 して い る。 図 一3にみ ら れ る よ うに,

湿 性 か ら乾 性 に向 って,ト チ が 次 第 に減 少 す る の に対 応 して ブ ナが 増 加 し,さ らに ブ ナが減 少 し

は じめ る とス ギ が増 加 しは じめ る。 そ して トチ とス ギで さえ 重 な りあ って い る。 こ れ らの各 種 の

各 個 体 が極 め て確 率 的 に 空 間 を占有 して い る 植 生 の あ りよ うか ら考 え て,こ の 重 な りあ い は微 細

な土 壌 条件 の違 い に よ る 「す み わ け」 とい うよ り,ど ち らの 種 に とって み て も 生 活 可 能 な環 境 へ

の い はば 「と もず み 」 の 関 係 を示 す もの と解 す べ き で あ ろ う。 この関 係 は他 のすべ て の種 に っ い

て いえ る こ とで あ る。

す なわ ち,分 布 の ピ ー クに 注 目す れ ば 「す み わ け」 関係 が,分 布 の広 が りに 注 目す る と 「と も

ず み 」 関 係 が あ らわ れ る。 こ の こ とを次 の よ うに 考 え てお きた い。 「種 間 の関 係 」 とい って も,

位 置 そ の もの を 移動 しな い植 物 に とっ て は相 隣 る個 体 との関 係 で しか な い。 そ して,そ れ は常 に

生 活 空 間 の広 さ,環 境 を媒 介 と して作 用 す る。 従 って,個 体 を 中心 と して み る と,森 林 は,こ う

した個 体 ～環 境 系 の 連 鎖 と して 成 りた ち,そ れ故 に様 々 の種 が 共 存 しう る機 会 が あ る のだ とい え

よ う。 逆 に,あ る特 定 の種 で 全 面 が被 わ れ るた め に は,そ の全 面 にわ た っ て その 種 が 成 立 し,そ

れ が そ れ ぞ れ の位 置 にお い て,他 の種 を圧 倒,排 除 す る とい う条 件 が 与 え られ ね ば な らな い。 こ

の た め に は環 境 条 件 が比 較 的均 一 で な け れ ば な ら ない 。 しか し,環 境 が 漸 変 してお り,そ れ に対

応 して 種 の 多 様 化 が あ るの だ とす れ ば,純 林 を 形 成 し うる条 件 は限 ら れて いて,そ の種 の最 適 地

点 か らはず れ る に従 って次 第 に他 の種 を混 え る機 会 を増 して くる。 そ して 次 第 に,そ れ に接 続 す

る種 の優 占す る部 分 へ と移 り変 って い くとい う こ とが で き る。

そ の結 果 と して,乾 湿 度 の勾 配 につ れ て種 組 成 は漸 変 して い き,ど こに もは っ き り と区別 で き

る境 目 とい う もの を 認 め る こ とは で きな い の で あ る。

とこ ろで,図 一3,4に み ら れ る よ う に,ミ ズ ナ ラは個 体 数 も少 な くは な く,本 地 域 の どこで もみ



られ る種 で あ るが,他 種 を凌 い で 優 占的 で あ る ところ は な い。 この種 は比 較 的 若 い 二 次 林 を除 け

ば,ト チ,ブ ナ,ス ギ な どの優 占 す るな か に単 木 的 に混 生 してい る。 ミズ ナ ラ と こ れ ら3者 との

関 係 を,そ れ ぞ れ の分 布 中心 域 に お け る直径 配 分 か ら調 べ てみ よ う(表 一3)。

トチ,ブ ナ,ス ギ の3種 はそ れ ぞれ そ の分 布 の 中心 域 にお いて 小 径 木 に富 み,自 己維 持 的 で あ

る よ うにみ え る。 これ に対 し,ミ ズ ナ ラは ス ギ の 中心 域 にお い て小 径 木 を含 む と はい え,一 般 に

大 径 木 に対 し,小 径 木 を 欠 くか ま た は乏 しい。

今 西3)が 指 摘 した よ うに,ミ ズ ナ ラが極 相 種 で ない,と す れ ば,そ して充 分 の 時 間 が 与 え られ

れ ば す べ て 気 候 的極 相 へ と遷 移す る とす れ ば,や が て ミズ ナ ラ は他 の種 に とっ て代 られ,本 地 域

か ら追 放 され て しま う とい う こ とに な る。 そ うだ とす れ ば,現 在 ミズ ナ ラが 存 在す る とい う こ と

は こ の地 域 の 天 然 生林 が 極相 で は な くて,遷 移 の途 中段 階 に あ る とい う こ とに な る 。 しか し,こ

れ は実 際 的 で は あ るま い。 ミズ ナ ラ そ の他 の非 優 占的 な 種 もそ れ ぞ れ に相 応 しい仕 方 で 参 加 し,



自己 維 持 的 な の で あ ろ う。 そ うで な け れ ば,陽 性 の,遷 移 の初 期 段 階 に あ らわ れ る種 はす べ て 消

滅 して,種 組 成 は よ り単 純 に な って い な け れば な らな いか らで あ る。

そ こで,こ う した動 的平 衡 に達 した天 然 生 林 に お い て,ミ ズ ナ ラの よ う な陽性 の種 は どの よ う

に して種 族 維 持 して い るか を考 え てみ よ う。 た とえ ば 完 全 に林 冠 閉 鎖 さ れ て い る,そ の下 に陽 性

の ミズ ナ ラが 生 育 す る とい うこ とは まず あ りえ な い とみ て よい。 しか し,林 冠 に は絶 えず 破 壊 さ

れ た疎 開部 分 を生 ず る。 そ こ は ミズ ナ ラな ど陽 性 の 種 が 侵入 しうる 可能 性 が あ る。 ブ ナ の 中心 域

で は確 率 的 に ブ ナが 更 新 す る こ とが 多 い とい う こ とが あ って も,他 種 の侵 入 の可 能 性 を 完 全 に は

拒 否 して い な い と考 え られ よ う。 極相 が 一般 に耐 陰性 の大 きい もの に よ って構 成 さ れ てい る こ と

を認 め る と,ト チ,ブ ナお よび サ ワグ ル ミ,サ ワ シバ,ク マ シデ な どに よ っ て,本 地 域 の渓 谷 林

は構 成 され るは ず で,事 実,相 観 と して そ うで あ る。

と ころ が 一 方 で,頻 度 は多 くは な い が,オ オ バ ア サ ガ ラ,カ ナ クギ ノ キ,バ ク ウ ンボ ク,エ ゴ

ノ キ,カ エデ 類,ウ ワ ミズ ザ ク ラな どの陽 性 の もの を混 えて い る こ とも事 実 で あ る。 陰樹 の下 に

陽 樹 の 成立 しうる余 地 は な い か ら,こ れ らの陽 樹 は陰 樹 と場 所 的 に す み わ け て い る と考 え る の が

妥 当 で あ ろ う。

樹 木 の一 生 とい う時 間単 位 で み れば,谷 は崩 壊 や 洪 水 に よ って 不 安定 で あ る とい う こ とが で き

る。 不 安 定 な部 分 で は極 相 へ の 遷 移 が 阻 止 され る機 会 が 多 くな るで あ ろ う。 谷 は こ う した 様 々 の

段 階 の ものが 極 め て局 部 的 な地 形 的 条 件 に 支 配 され て,い りま じっ てい る と考 え て よい で あ ろ う。

従 って,比 較 的 安 定 した 場 所 で トチの 優 勢 な群 落 が 発 達 し,常 に 変 動 しやす い とこ ろで はオ オ バ

ア サ ガ ラ,タ ラ ノ キ,エ ゴ ノ キ,カ エ デ類 な どの 陽樹 が 成立 しえ て い る ので あ る。

乾 湿 度 指 数80以 下 のサ ン プル に っ い て,陰 樹(ト チ,ブ ナ)の 出現 頻 度 と 陽 樹 群 の 出現頻 度 を

比 較 してみ る と,図 一5の よ う に,あ る程 度,一 方 が増 え れ ば他 方 が 減 る とい う関 係 が み られ,両



者 は グル ー プ と して別 々 の

もの で あ る ら しい とい う こ

と を示 して い る。

す な わ ち,個 体 の枯 死,

倒 壊 な どに よる林 冠 疎 開 の

ほ か に,谷 で は洪 水,崩 壊

な どに よっ て周 期 的 に あ る

規 模 の遷 移 の循 環 が 訟 こ っ

てお り,そ こは常 に陽 性 種

の種 族 維 持 の場 とな って い

る。

この よう にみ て くる と,

極 相 は静 的 に安 定 した も の

で は な く,常 に部 分 的,モ

ザ イ ッ ク状 に破 壊 と再 生 を

そ の 中 に含 む 動 的 な 平 衡 系

で あ ろ.浄 の巾 につ ぐられ

た 様 々 な環 境 に様 々 の種 の生 活 が 成 りた ち,そ れ らの様 々 の種 の複 合 と して 天 然 生 林 が 成 りた っ

て い る もの とい え よ う。 そ して そ の 中 で種 は そ れ ぞ れ に相 応 しい 環 境 にお いて 個 体 数 の ピー クを

もち,た が い に オ ー バ ー ラ ップ しな が ら変 化 して い く。 森 林 をそ の 種 組 成 や 量 的 測 度 に 従 って類

型 分 類 して み て も,環 境 勾配 に沿 って変 化 す る,そ の変 化 の 度合 を あ わせ て 示 す の で な け れ ば,

具 体 的 にあ る地 域 の植 生 を表 現 しえ な い といえ よ う。

前 に,種 はす べ て そ れ ぞ れ特 有 の分 布 曲 線 を示 す とのべ た。 と ころ が,図 一3,4に よれ ば,湿 性

領 域 で トチ,サ ワグル ミ,ミ ズ キ,カ ッラ な どが,乾 性 領域 の極 に お い て は ネ ジキ,ク ロ ソ ヨ ゴ

が,ヒ ノキ,ヒ メ コマ ツ な どが 分 布 の ピー ク の位 置,範 囲 な どに齢 い て極 め て よ く似 た形 を 示 し

て い る。 す な わ ち,乾 湿 度 指 数 の両 極 部 分 に お い て,数 種 の もの が 同 じよ うに,同 一 場 所 を わ け

あ い,従 って そ れ らは一 っ の ま とま っ た単 位 と して 強 固 な結 び っ きを も って い る か の よ うに み え

る。 こ の現 象 は ど う解 釈 さ れ る ので あ ろ うか。

一 っ には っ ぎ の よ うに考 え た い。 す なわ ち,図 一3,4の 両 極 は本 地域 で 実 際 に存 在 す る もの と し

て の両 極 で あ る。 しか し,他 の地 域 で は さ らに極 端 な湿 潤,乾 燥 が あ り う る。 従 って,こ の両 極

を 外 側 へ押 しひ ろ げ る こ とが で きれ ば,現 在 み られ る 分 布 曲線 は あ る程 度 異 な っ て くるで あ ろ

う。 す なわ ち,両 極 端 で は乾 湿 度 指 数 の拡 が りが あ る程 度 圧縮 さ れ てお り,そ の こ とが 分 布 曲線

の 重 な りを結 果 した もの と考 え る こ とが で き る。

経 験 的 に い え ぱ,ス ギ が瘡 尾 根 で 消 失 す る の と交 代 に ヒ ノキ が増 加 し,さ らに突 出 した岩 石 地

に 於 い て は代 って ヒメ コマ ッが 成 立 す る。 す なわ ち,乾 湿 度 指 数 を さ ら に詳 し くみ る こ とが で き

れ ば,こ れ らの 種 の分 布 の違 い を よ り明 らか に しう るで あ ろ う。

二 っ には,谷 にみ られ るよ うに,微 細 な地 形 の違 い に対 す る種 の反 応 の違 い が あ る ので は ない

か とい う こ とで あ る。 谷 で は地 形 は変 化 に とん で お り,そ れ に対 応 して 種 は変 化 す るで あ ろ う。

前 述 した よ うに,ト チ,サ ワグル ミな どに 対 して 陽性 種 が場 所 的,時 間的 に生 育 地 を異 に して い

る とい う こ と も,こ の一 例 で あ る。 従 って,一 っ の プ ロ ッ トを お い て個 体 数 の調 査 を行 な うに し

て も,充 分 な本 数 をえ よ う とす れ ば,か な り条 件 の違 った 部 分 を も含 み,そ れ らを含 ん で平 均 化
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さ れた 乾 湿 度 指 数 が 与 え られ る。 従 って,谷,斜 面,尾 根 とい っ た レベ ル で の比較 に は た え た と

して も,谷 や 尾 根 の そ れ ぞれ に お い て微 細 な地 形,土 壌 条 件 の違 い を表 現 しえ な い ので あ る。

4-3下 層 植 生 に つ い て

下 層 植 生 にっ い て,同 様 に,乾 湿 度 指 数 と個体 数 出 現頻 度 との 関係 を求 め た。 結 果 は図一6に 示

した。

サ ン プル 数 が少 な く,精 度 が低 い が,高 木 層 の場 合 と同様 に,種 ご と に ピ ー ク を 違 え た 二項 分

布 型 の分 布 曲 線 を示 す。

こ の結 果 を も とに 大 き く4つ に 区分 して み る と,湿 性 の もの と して ヤマ ア ジサ イ,ハ イイ ヌガ

ヤ,ウ リノ キ,ツ リバ ナが あ り,ク ロモ ジ,ヒ メ ア オ キ,ヒ メ コマ ユ ミ も存 在 す る。 弱湿 性 の も

の と して は ク ロモ ジ,ヒ メ ア オ キ,コ ア ジ サ イ,ヒ メ コマ ユ ミな どが,弱 乾 性 の もの と して は リ

ヨ ウ ブ,乾 性 の もの と して イ ヌ ッゲ,ツ ル シキ ミ,ア ク シバ,ア セ ビ,ホ ツ ツ ジ,ウ ス ギ ヨ ウ ラ

ク な どが あ る。

こ れ ら は相 互 に 重 な りあ って 漸変 して い くので あ るが,前 述 した 優 占 的 な 上層 木 との 間 に,お

お ま か に あ る 一 定 の 組合 せ が で きる。 トチ の優 占す る 林 分 の下 で は ヤ マ ア ジサ イ,ハ イ イ ヌ ガ
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ヤ,ウ リノ キ,ヒ メア オ キ,ツ リバ ナ,ク ロモ ジ,ヒ メ コマ ユ ミな どが み ら れ る。 ブ ナ林 の下 層

は主 に クロモ ジ,ヒ メ アオ キ,コ ア ジサ イ,ヒ メ コマ ユ ミな どが,ス ギ林 の 下層 は主 に リヨウ ブ,

アセ ビ な どか らみ られ る こ とに な る。

しか し,こ の組 合 せ は 固 定 さ れ,他 と明 らか に 区別 さ れ うる もの とはい え ない。 た とえ ば,ヤ

マ ア ジ サ イや ウ リノキ な ど は トチ の 優 占す る部 分 に多 い が,ブ ナ の優 占す る部 分 で 消 失す る こ と

は な い。 また,ブ ナの 優 占 す る部 分 に ピー クを もっ ク ロ モ ジ は広 く,ト チ,ス ギ の 優 占す る部 分

に まで ひ ろが って い る。 これ らの こ とか ら,上 層 木 が 一 方 的 に 下 層 木 の あ りよ う を決 定 して い る

とは い い難 い。 下層 植 生 は上 層 木 の存 在 とい う条 件 の下 で,主 に低 木 とい う 生 活 型 を もっ もの が

独 立 に一 つ の 社 会 を形 成 して い る とみ る のが 妥 当で あ る。 そ れ らは 乾湿 度 の 変化 に対 応 して連 続

的 に変 化 し,結 果 と して,上 層 木 との 間 に あ る 組合 せ を生 ず る。 従 って,そ の組 合せ 自身 が 乾 湿

度 の 勾 配 に 応 じて漸 変 して い る ので あ る。

5.芦 生 の 植 生

す で に のべ て きた よ う に,本 地 域 の植 生 は地 形 を媒 介 と した水 分 環 境 と 温 度 の勾 配 に対 応 して

漸 変 して い る。 そ こで,ま ず 本 地 域 を100mご とに 区 切 って 各 高 度帯 の 面積 比 を求 め た。 さ ら

に,地 形 を谷 平 坦 地,斜 面 下 部(凹 型斜 面),斜 面 上 部(凸 型 斜 面),尾 根 の4つ の 部分 に,等 高

線 か ら判 定 して タ イ プわ け し,各 高 度 帯 ご との 各 地 形 タ イ プ の面 積 比 を求 め た。 なお,こ の場 合

の尾 根 部 分 は平 尾 根,瘡 尾 根 を含 ん で い る。 そ の結 果 は表 一4に 示 した。

表 一4.高 度 別 の 面 積 及 び 地 形 区 分 比 率

Table4.Areaandrelativedistributionofeachtopographictypes.

IlAl
titudeAreaTopographictypes%

mha%谷 平 坦(1)斜 面 下 部(2)斜 面 上 部(3)尾 根(4)

 曜 __一

一x400!170.4

400～5002305.534.027.234.44.4

5°°.6° °52°12.419.529.545.75.3

600-700129030.818.831.341.08.9

700～8001155937.29.826.5.,,17.3

800900151112.213.735.433.927.0

9001631.51022.117.260.7

(1)谷 平 坦:Bottom(plain)(2)斜 面 下 部:lowerpartofslope.

(3)斜 面 上 部:upperpartofslope.(4)尾 根:Ridge

す なわ ち,面 積 的 にみ て600～800mの 部 分 が 約2/3を 占め,500m以 下,900m以 上 の部 分

は と もに極 め て少 な い。 そ して,高 度 を増 す につ れ て 谷 平 坦 地 は 減少 し,尾 根 は逆 に増 加 す る。

高 度600.700mで 谷 平 坦 地 が 高 度 の 割 に減 少 しな い の は,上 谷 に広 く分 布 す る 湿 地 帯 のた めで

あ る。

っ ぎ に,本 地 域 の地 形 図(1:20,000)を1cm方 眼 に分 割 し,各 々 にっ い て平 均 傾 斜 度 と起 伏

量 を求 め た。 そ の結 果 を表 一5に 示 した。

す な わ ち,低 高 度か ら 中 高度 に 向 け て傾斜 が 増 し,さ らに 高 高度 に 向 け て は 逆 に減 少 す る。 中

腹 で 最 も急 峻 で,尾 根 を主 とす る 高 高度 部 分 で は緩 や か な地 形 を 示 し,準 平 原地 形 とな る。 従 っ

て,尾 根 につ い て いえ ぱ,高 高 度 の 部 分 ほ ど平尾 根 が 多 く,低 高 度 の部 分 ほ ど傾 斜 度 の大 きい,



瘡尾根が多 くなる。

地形解析の精度は粗であるから,こ こで分類さ

れた4っ の 地形タイプに対応する形で 植生の方

も,便 宜的に,乾 湿勾配に対応 して類型的に分類

してみる必要がある。

優占的な種の分布に注目して類型分類を行なうと

表一6のようになる。

トチを代表 とするグループは湿性領域にあって

谷平坦地に対応 し,ブ ナを代表とするグループは

弱湿性領域にあって斜面下部に,ス ギを代表 とす

醗 ゴ懸 鞭難 霧 酷麗性話 國

47

表 一5.平 均 傾 斜,起 伏 量 の 高 度 別 の 分 布

Table5.Inclinationandrelief.

AltitudeIInclinationRelief

高 度m平 均 傾 斜(s)起 伏 量(m)一...
.x400165100

400～50090119

500～60098145

600-r70087125

7∞ ～800ト79127
1

:11'll7895

900-17180

S-nah・1・ ・(n:等 高線 数,ん:等 高 線間 隔
,d:一 辺 の 長 さ)

域にあって尾根部分に対応 しているものとした。

これに基づいて植生,地 形の各タイプの高度別の出現頻度を対応させると表一7のようである。

植生 と地形との対応関係は乾性領域での違いがあるため,部 分的なズ レがあるが,全 般的にみ

表 一6.芦 生 演 習 林 の 植 生 の 類 型

Table6.TypesofvegetationinAshiuforest

L

Dominantspecies
I

海 抜 高AesculusturbinataPterocaryarhoifolia(サ ワ グ ル ミ),Corpuscontroversa(ミ ズ キ),

6001nト チ ノ キAcerparviftorum(テ ツ カ エ デ)

以 上F
aguscrenataQuercusmongolicav.grosceserrata(ミ ズ ナ ラ),

ブ ナCryptomeriajaponica(ス ギ)
,0α7ρ 吻 ∫'5`九〇π0∫価(イ ヌ シ デ)

CryptomeriajaponicaFaguscren¢t¢.(ブ ナ),()uercuamongolicaV.gro∬eserrata(ミ ズ ナ ラ),
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表 一Z地 形 と植 生 の タイ プ の 出 現 比率(%)

Table7.Typesofvegetationandtopography.

mesicsubmesicsubxericxeric

-5。。m植 生(V)!183・3418

地 形(T)3427354

11.11植 生(V)13193830

地 形(T)2030455

.1111植 生(V)14402917

地形(T)1931419

700～800植 生(V)6304618

地 形(T)10274617

:11'll・ 植 生(V)0236215

地 形(T)3373327

900～ 植 生(V)217729

地 形(T)0221761
1

mesic:湿 性 ・谷 平 坦 部submesic:弱 湿 性 ・斜 面 部 分

subxeric:弱 乾性 ・斜 面 上部,緩 斜 尾 根xeric:乾 性 ・ヤ セ尾 根

V:Vegetation,T:Topography

て 両 者 は ほ ぼ対 応 関係 に あ る と い え るで あ ろ う。 そ して,本 地 域 は,4-1で のべ た よ うに,主 と

して 地形 的 な要 因 に よ っ て,高 度 を増 す につ れ て トチ を代 表 とす る グル ー プ か らブ ナ を代 表 とす

る グ ル ー プへ,さ ら に ス ギ を代 表 とす るグ ル ー プへ と移 り変 って い く こ とが わか る。 また,低 高

度 の尾 根 部 分 は瘡尾 根 が 多 く,面 積 比 率 の小 さ い割 合 に乾 性 の植 生 タ イ プ の比 率 が 大 きい。 高 高

度 で は比較 的 緩 や か な尾 根 を もっ 準 平 原 地 形 とな り,そ の こ と を反 映 して 弱 乾 性 の 植生 タ イ プ の

比 率 が大 き く,乾 性 の それ は地 形 タ イプ の面 積 比 率 の 割 合 に は増 大 して い な い。

本 地 域 の植 生 の よ り具 体 的 な表 現 は種 ご とに,乾 湿 度 指 数,高 度 を両 軸 とす る分布 領域 を求 め,

そ れ らを重 ね あ わせ る こ とに よ って求 め られ よ う。 主 な もの に つ い て 要 約 す る とつ ぎ の よ うで あ

る。

トチ は湿 性 の極 に ピ ー ク を もち,次 第 に 減少 しな が ら 乾 湿 度 指 数165附 近 まで 分 布 して い る。

海 抜 高 で は約800m以 上 で 消失 して しま う。 これ は 明 らか に地 形 的要 因 に よ る もので あ る。 サ ワ

グ ル ミ,ミ ズ キ,テ ッ カ エデ,カ ッ ラ な ど も,前 述 した よ うに,ト チ と同 様 の分 布 を 示 して い る。

ブ ナ,ス ギ,ミ ズ ナ ラ は谷 に は 少 な いが,次 第 に 出現 頻 度 を高 め,ブ ナ は乾 湿 度 指 数120～130

で 最 高 値 の約40%に 達 す る。 従 って,芦 生 の約600m以 上 の地 域 で ブ ナ は主 に斜 面 部 分 に最 も

優 勢 で あ る。 乾 性 に傾 くにっ れ て 減 少 して い くが,リ ョ ウブ,ア オハ ダ,ネ ジ キ な どの 分 布 す る

乾 い た尾 根 に も少 数 なが ら分布 し,極 端 な湿 地,乾 燥 地 を除 け ば,ほ とん ど全 域 にわ た って み ら

れ る。 従 っ て,ブ ナ は海 抜 約600m以 上 の地 域 で ほ とん どす べ て の樹 種 と共 存 す る こ とに な る。

ス ギ は乾 湿 度 指 数200附 近 で ピ ー クに達 す る。 海 抜600m以 下 の地 域 で は ブ ナが 存 在 しない こ

と の た めに,い くらか 湿 性 側 に 向 って ふ く らん だ分 布 曲線 を示 してい るが,そ の ピ ー クは や は り

200附 近 に あ る。 この こ とか ら芦 生 の斜 面 上 部,な だ らか な尾 根 は主 に スギ が 優 勢 で あ り,海 抜

高 を増 す ほ ど多 くな る。 ス ギが この地 域 で 優 勢 なの は,訟 そ ら くそ の伏 条 に よ る更 新10)と い う こ
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と,豊 富 な 降水 量 な どに よ る ので あろ う。 あ るい は,人 為 に よ っ て 天 然 ス ギ の保育 が 行 な わ れ た

とい う こ と も考 慮 さ れね ば な る まい。

ス ギ が乾 湿 度 指 数250附 近 で 消 失 す る と,そ れ に代 って リョ ウブ,ア オ ハ ダ,タ ム シバ な どが

ピ ー ク を示 し,さ らに そ れ らは ネ ジ キ,ソ ヨ ゴ,ヒ ノキ,ヒ メ コマ ツ な どに代 られ,こ れ らが 芦

生 の最 も乾 燥 した地 域 を 占有 す る こ とに な る。

ミズ ナ ラ につ いて は前 に のべ た とお りで あ る。 こ の種 は谷 か ら尾 根 ま で 全 域 に わ た って 分 布 す

る が,図 一3で は ピ ー クが な く10%程 度 の 台 形 分布 を示 し,図 一4で は乾 湿 度 指 数160～180に ピー

ク を も って い る。

ミズ メ,ウ ワ ミズ ザ ク ラは海 抜600m以 下 の地 域 で,湿 性 側 で ゆ るや か な ピー ク を もっ が,乾

性 領 域 に まで ひ ろ く分 布 して い る。 これ ら の種 が いず れ も陽樹11)で あ る こ とを考慮 す る と,そ の

分 布,存 在 様 式 は ミズ ナ ラ と同様 の こ とが 考 え られ よ う。

シデ 類 の うち,個 体 数 の最 も多 い のは イ ヌ シデ(10～15%)で あ り,ア カ シデ が 低 高 度で これ

に っ い でお り,ク マ シデ,サ ワシバ は 少 な い。 イ ヌ シデ は 海 抜600m以 上 の地 域 で 乾 湿度 指 数

100を ピー ク とす る なだ らか な分布 を示 し,低 高 度 の地 域 で は 約160を ピー ク と した分 布 を 示 し

て い る。 いず れ に して も,湿 性 側 に多 く分 布 し,乾 性 領 域 で は少 な くな る。 これ に 対 し,ア カ シ

デ は む しろ 乾性 側 に多 い傾 向が あ る。 クマ シデ,サ ワ シバ に っ い て は,個 体 数 が 少 な くて 明 らか

で は な いが,概 して 湿 性 側 に多 い とす れ ば,シ デ 類 の 間 で は水 分 環 境 に対 して,サ ワ シバ,ク マ

シデ っ い で イ ヌ シデ,最 も乾 性 に偏 して ア カ シデ とい う系 列 が あ る よ う にみ え る。

カ エ デ類 に っ い て も同様 に,出 現 頻 度 は 高 か くは な く,分 布 は種 ご とに必 らず し も明 らか で は

な い。 コ ミネ カ エデ が 高 度 約700mを 境 と して そ れ以 下 に分 布 しない とい う傾 向が あ った以 外,

他 の もの は 高度 にか か わ りな く分 布

して い る。水 分環 境 につ い て おお ま

か にみ る と,テ ッカ エデ,チ ド リノ

キ が最 も湿 性 で,つ いで オ オ モ ミジ

が斜 面 下部 に多 く,イ タ ヤ カ エデ,

ハ ウチ ワカ エデ が 斜 面 中,下 部 に多

い。 コ ミネ カ エ デ,コ ハ ウチ ワカ エ

デ は概 して斜 面 上 部 か ら尾 根 に多 く

分 布 し,同 属 内で 水 分 環 境 をす み わ

け て い る よ うにみ え る。

なお,海 抜600m以 下 の地 域 で は

トチ とス ギ の 中 間で 優 勢 な ブ ナが 存

在 しな い。 そ して これ に代 っ て優 占

す る種 もあ ら わ れ な い。 出現 頻 度

5°o以 上 の種 の数 が この地 域 に多 い

の もブ ナ の消 滅 とそ れ に代 る種 が な

い とい う こ との反 映 で あ ろ う。

この地 域 で ブ ナ に代 る もの は ミズ

ナ ラ,イ ヌ シデ,ク リな どで あ るが,

ミズ ナ ラは垂 直 分 布 の南 限 に近 か く

次 第 に コナ ラ とい れ代 る傾 向 を示 し
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て い る。 こ の両 者 をあ わ せ る と,ス ギ の ピ ー ク に接 して い くらか湿 性 側 に 一 っ の ピー クを っ くる。

ク リは この地 域 で か つ て 集 中 的 に 伐 採 利 用 され た とい うか ら,そ の影 響 を無 視 す る こ とが で き

な い。

結 局 の とこ ろ,低 高 度 で は ミズ ナ ラ,コ ナ ラの ほ か に ク リ,イ ヌ シデ な どが ブ ナ に代 って そ の

位 置 を 占め て い る とい え よ う。

図 一7は 本 地 域 で 比 較 的 に個 体 数 の多 い 数種 の もの に っ い て,高 度 と乾 湿 度 指 数 を軸 と して 分 布

を示 した もの で あ る。

6.総 括

天 然 生 林 を構 成す る多 数 の種 は そ れ ぞ れ高 度 な い し乾 湿 度 の勾 配 に沿 っ て,そ れ ぞ れ に 適 した

生 活 環 境 に お い て個 体 数 の ピー クを もっ二 項 分 布 型 の分 布 を して い る。

下 層 植生 に つ い て も同 様 に,環 境 勾 配 に沿 っ た二 項 分 布 型 の分 布 が み ら れ る。 下層 植生 の生 活

は 上 層 木 の存 在 とい う環 境 の下 で 成 りたつ ので は あ るが,上 層 木 の完 全 な支 配 の 下 に あ るの で は

な い。 種 の 組合 せ は質 的 に も量 的 に も環 境 勾 配 に沿 って 漸 変 して い くので あ る。

植 生 が 環境 勾 配 に沿 っ て漸 変 す る とす れば,そ の解 析 は環 境 との共 朝 的 な関 係 に お い て行 な わ れ

ね ば な らな い。 本 地 域 で はお お まか に い っ て,高 度 と地 形 を媒 介 と した 水 分 環境 の変 化 を軸 と し

て整 理 す る こ とがで き る。

温 量 指数 か らみ る と,高 度 約600mを もっ て暖 帯 落 葉 樹 林 帯 と温 帯 落 葉 樹 林帯 とが接 続 す る こ

とに な る。 ブ ナ の存 否 も これ とよ く一 致 して い る こ とか ら,本 地域 を こ の2っ の森 林 帯 の推 移 帯

だ とい う こ とが で きる。 しか し,谷 や 尾 根 の相 観 を決 定 ず け る トチ,サ ワ グル ミ,ス ギ を は じめ

と して 多 くの種 は高 度 に かか わ りな く分 布 して い る。 た だ し,地 形 的要 因 の 影響 を うけ て,高 度

を増 す につ れ て湿 性 な種 は次 第 に減 り,弱 乾 性 で 優 勢 な ス ギ が多 くな る。

乾 湿 度勾 配 に沿 っ て,優 勢 な種 に注 目す れ ば,ト チ か らブ ナへ,ブ ナ か らス ギへ の変 化 が 明 ら

か に み られ る。 最 も乾 い た瘡 尾 根 は低 高 度 地 帯 で は ヒ ノキ ・ヒメ コマ ッ ・ リヨウ ブ ・ソ ヨゴが 多

く,高 高度 地 帯 で は ネ ジ キ,ソ ヨゴ,リ ヨ ウブ,局 所 的 に ク ロ ソ ヨゴ に よ って 占 め られ て い る。

これ らは乾 湿 度 の勾 配 に沿 って,た が い に そ の ピ一 クを か え な が ら広 く重 な りあ って漸 変 して い

くの で あ る。

この場 合,種 の重 な りあ い と は実 体 と して,そ れ ぞ れ の種 の個 体 が 極 め て確 率 的 に共 存 して い

る とい う こ とな ので あ る。 こ の こ とか ら,森 林 は齢 そ ら く,個 体 一 環 境 系 の連 鎖 と して成 立 して

い る と考 え る こ とが で き よ う。 個 々の 個体 に つ い て み れ ば,場 所 を移 動 しえ な い,従 って 隣 接 者

を 自 ら選 択 しえ な い植 物 の場 合,現 在 の場 所 に 成立 しえ た の はか な り偶 然 の機 会 に恵 まれ た 結 果

で あ る。

しか しなが ら,種 の 組 合 せ を 単 に偶然 の っ み重 ね とい い きっ て しま う の は い きす ぎで あ ろ う。

た とえ ば,ブ ナが 個体 数 頻 度 にお い て40°oを 占め る場 所 とい うの は,長 い 目で み れば,そ こは 常

に ブ ナが40°o,成 立 しう る とい う こ とが,そ の場 所 の環 境 との対 応 にお い て,そ こ に共 存 す る他

の種 との間 に,い わ ば 契 約 関係 と して成 立 して い る の だ といえ よ う。 こ のい わ ば 契 約 関 係 の 成 立

が 自然 のバ ラ ン スあ るい は動 的 平 衡 と呼 ば れ る もの で あ り,そ れ は そ の環 境 にお い て,共 存 す る

他 の種 との相 互 関係 の 下 に維 持 さ れ て い る もの な ので あ る。

こ の意 味 にお いて,本 地 域 で優 勢 な ス ギ の取 扱 い にっ い て考 え て訟 きた い。 ス ギ は 皆 伐,植 つ

け 造 林 が一 般 で 本地 域 で も人 工 造 林 が 進 ん で い る。 とこ ろが,こ の地 域 は 多 雪 で あ り,人 工 林 の
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幼 時 の保 育 が 厄 介 で あ る とい う難 点 を も って い る。 ス ギ の人 工 造 林 にお け る適地 が 図3,4に 示 さ

れ た生 活 場 所 よ り,湿 性 側 にず れ るの が一 般で あ る,と す れば,ス ギ が 自 己維 持 的 で あ る弱 乾 性

領 域 にお い て まで 人 工造 林す る こ とは得 策 と思 え な い。

この地 域 で ス ギ が優 勢 で あ るの は,一 つ に は そ の伏 条 性 に よ る もの とみ る こ とが で き よ う。 伏

条 は上 層 木 を一 斉 に 皆伐 す る と,急 激 な環 境 変 化 の下 で枯 死 して しま うが,広 葉樹 の巻枯 ら しに

よ って生 長 が 促 進 さ れ,ま た現 在 の天 然 スギ の多 数 が か っ て伏 条 で あ っ た歴 史 を もっ てい る と い

う事 実io)に 注 目す る と,本 地 域 で ス ギ の優 占す る部 分 にお い て,そ の伏 条 に よる更 新 を 目的 と し

た,い わば 択 伐 式 の保 育 体 系 をつ くる こ とは不 可 能 で は ない と考 え る。 この場 合,伏 条 の育 成 の

た め の単 木 的 な伐 採,集 材 の 技 術 が 問 題 と なろ う。

す で に のべ た よう に,植 生 は環 境 の変 化 に沿 って 漸 変 す るか ら,ど こに も 明確 な 一線 を もっ て

区別 で きる境 目 とい う もの は な く,連 続 的 に変 化 して い く。 環 境 の変 化 が 急激 で 非 連 続 とな っ た

場 合 に は じめ て,明 らか に他 と区 別 しう る境 界 を認 め う るで あ ろ う。

この こ とを認 めた うえ で,便 宜 上,本 地 域 の植生 を 類型 に 区分 す る こ と も可 能 で あ る。 優 勢 な

種(高 木)に 注 目す れ ば,ト チ,ブ ナ,ス ギ をそ れ ぞ れ代 表 とす る グル ー プ,ヒ ノ キ ・ヒメ コ マ

ッ ・ネ ジキ ・ソ ヨゴ な ど を代 表 とす る グル ー プに分 類 しうる。 高 度600m以 下 の地 帯 で はブ ナが

消 失 し,ナ ラ類,イ ヌ シデ な どが 混 生 す る グル ー プ に代 る。
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Résumé

1. The study on the vegetation of natural forest was conducted in Kyoto University forest 
 located at Ashiu (Kyoto Prefecture). 

2. The elevation of the area ranged from 350 to 950 m in altitude, and cover about 
 4000 ha. About a half of the area is covered by climax natural forest. 

   In view of vertical distribution, it can be divided into two forest zones, that is, the warm 
 temperate deciduous broad-leaved forest below 600 m altitude, and the cool temperate 

 deciduous broad-leaved forest above 600 m. The boundary was decided based on the 
 lower limit of distribution of Fagus crenate and the warmth and coldness index. But 
 the boundary is significant for only few species such as Fagus crenate, Cyclobalanopsis 

 salicina, Quercus serrata and Quercus mongolica var grosseserrata. Many of tree and shrub
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 species distribute almost every elevation. 
3. When the stands were arranged in the order of moisture gradient, all species were 

 found to form binomial curves of occurrence, and curves for different species overlap 
 broadly, but peaks for species and limits of their distribution were well scattered along 

 gradient. Consequently, the stands formed continuous series, and there were no distinct 
 groups of species which could be differentiated from other groups on the basis of floristic 
 composition. 

   It is presumed that each of tree and shrub species distribute essentially independ-
 ently, and the forest stand is organized as a complex chain of individual  tree-enviro  unent 

 system. 
4. The distribution pattern of shrub species growing as understory was quite similar to 

 that of overstory tree species. There was no distinct evidence that distribution of shrub 
 species of understory were unilateraly regulated by overstory tree species. 

5. Climax forest include some intolerant species though low in their population. It 
 would be concluded that the climax forest is the system in dynamic equilibrium including 

 destruction and regeneration in locally or mosaicly. 
6. It is able to classify the vegetation in this area into several types on the basis of dominant 

 species. 
   On mesic site, the group represented by Aesculus turbinata; on submesic site the group 

 represented by Fagus crenata; on subxeric site the group represented by Cryptomeria 
 japonica; on xeric site the groups represented by Lyonia  ovalifolia var. elliptica,  Ilex 

 sugeroki subsp. longipedunculata and Chamaecyparis obtusa, Pinus  parviflora. 
   The peneplain develope above about 700 m in altitude in this area, and the percentage 

 of occurence of subxeric group is increase at higher part of the area.


